








要約 

経頭蓋パルスドップラー法を用いて極小未熟児の中大脳動脈血流速を経時的に測定した結

果,脳室出血群では生後早期に平均血流速の軽度の増加及び PIの軽度の低下がみられた。

また生後早期の脳血流の調節因子である pC02 と平均血流速の正の相関は非脳室出血群で

は証明されるが,脳室出血群では証明されず,収縮期血圧との間に正の相関がみられた。PI

については非脳室出血群では pC02 と負の相関があり,出血群では相関が消失し,収縮期血

圧と負の相関がみられた。以上の結果から脳室出血の発生には Luxury perfusionと通常の

脳血流調節機構の破壊および体血圧への依存性が強く関与すると考えられた。 


